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浄

土

教

の

和

歌

中

西

随

功

は
じ
め

に

小
稿

で
は
和
歌
の
な
か
浄
土
教
に
か
か
わ
る
も
の
を
取
り
あ
げ
て
念

仏
信
仰

の
普
及
と
浸
透
を
窺
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
為
に
、
底
本
と
し

て

『新
編
国
歌
大
観
』
(角
川
書
店
刊
)
歌
集
部
全
十
巻
を
用
い
た
。

こ
の
作
業
に
よ
る
と
、
勅
撰
和
歌
集

(総
数
三
一二
七
〇
二
首
)
の
な
か

よ
り
浄
土
教
の
和
歌
を

一
二
八
首
を
抄
出
で
き
る
。
又
、
私
撰
和
歌
集

よ
り
九
八
首
、私
家
和
歌
集
よ
り
四
二
八
首
を
抄
出
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
総
数
と
し
て
六
五
四
首
が
浄
土
教
に
つ
い
て
詠
ま
れ
て
い

(1
)

る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
先
行
の
研
究

に
導
か
れ

つ
つ
和
歌
を
通
し
て
浄
土
教
信
仰

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

一
、
勅
撰
和
歌
集

周
知

の
如
く
、
勅
撰
和
歌
集
と
は
天
皇
ま
た
は
上
皇
が
撰
者
に
撰
進

さ
せ
た
和
歌
集
を
い
う
。
延
喜
五
年

(九
〇
五
)
の

『
古
今
和
歌
集
』

を
第

一
と
し
、
建
保
四
年

(
一
二

一
六
)
の

『新
古
今
和
歌
集
』
ま
で

を
八
代
集
と
称
す
。
続
く
、
文
暦

二
年

(
一
二
一二
五
)

の

『新
勅
撰
和

歌
集
』
か
ら
永
享
十

一
年

(
一
四
三
九
)
終
功

の

『新
続
古
今
和
歌
集
』

ま
で
を
十
三
代
集
と
云
う
。
依

っ
て
古
来
よ
り
勅
撰
和
歌
集
は
二
十

一

代
集
が
あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
初
期
ま

で
の
当
代
の
和
歌
の
最
高

水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
浄
土
教
の
和
歌
と
し
て
は
第
三

の

『拾
遺
和
歌
集
』
か
ら

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
八
代
集
は
法
然

(
一
一
三
三
～

一
二
一
二
)
以
前

と
そ
の
時
代
に
撰
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
十
三
代
集

は
法
然
の
滅
後
に
お
け
る
門
弟
の
活
躍
以
降

の
時
代
に
な
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
五
百
有
余
年
に
及
ぶ
勅
撰
和
歌
集
の
和
歌
を
通

し
て
浄
土
教
信
仰

の
有
様
を
窺

い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
浄
土
教
の
和
歌
に
つ
い
て
概
観

す
る
為
に
分
類
を
試
み
た

の
が
表
1
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
法
然
の
時
代
以
降

の
撰
進
で
あ
る
十

三
代
集
に
お
い
て
浄
土
教

の
和
歌
が
各
分
類

に
亘
り
増
加
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
第
九
の

『新
勅
撰
和
歌
集
』
以
後
は
無
量
寿
経

・
観
無
量
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浄
土
教
の
和
歌

(中

西
)

一
二
三

表
1

【浄
土
教

の
和
歌

の
分
類
】

(数
字

は

『新
編
国
歌
大
観
』

の
番
号
)
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浄
土
教
の
和
歌

(中

西
)

一
二

四

寿
経
、
更

に
善
導
釈
文
そ
し
て
浄
土
教
の
教
義
に
つ
い
て
詠
ま
れ
る
和

歌
が
増

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
浄
土
教

の
流
布

の
状
態
が

窺
え
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
も
和
歌
の
作
者
は
僧
俗
男
女

の
諸
階
層
に

及
ぶ
と
こ
ろ
に
法
然

の
浄
土
教

の
社
会

へ
の
浸
透
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
次

の
表
H
に
は
作
者
を
僧
俗
に
分
類
し
て
挙
げ

て
お
く
。

【
僧

尼

】
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浄
土
教

の
和
歌

(中

西
)

一
二
五

こ
の
分
類

に
お
い
て
、
僧
尼
と
し
て
四
十

七
名
が
み
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
源
空
を
は
じ
め
証
慧

・
円
空

・
禅
空

・
照
空

・
漸
空

・
彰
空

・
耀

空

・
双
救

・
兼
空

・
示
証

・
賢
珠
な
ど
は
浄
土
宗
西
山
派
の
流
系
に
属

　　
　

す
る
者

で
あ
る
。
更
に
、
蓮
生
や
信
生
は
西
山
派

の
謹
空
に
帰
依
を
し

て
い
る
。
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
四
分
の

一
以
上
が
西
山
派
に
属
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
早
く
よ
り
西
山
派
は
貴
族
社
会
と
の

交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

次
に
、
勅
撰
和
歌
集
の
中
で
い
く

つ
か
の
注
目
さ
れ
る
和
歌
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
最
初
に

『金
葉
和
歌
集
』
は
大
治
元
、
二
年

(
二

二

六
～
七
)
に
源
俊
頼
が
白
河
法
皇
に
対
し
て
撰
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
俗

人

】
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浄
土
教

の
和
歌

(中

西
)

一
二
六

い
わ

ゆ

る
、
法

然

が
生

誕

し

た

直

後

で
あ

る
。

こ

こ
に
、

選

子

内

親

王

の
和

歌

と

し

て

あ
み
だ
ぶ
匙
と
な
ふ
る
こ
ゑ
に
ゆ
ぬ
さ
め
て
に
し

へ
な
が
る
る
月
を

こ
そ
み
れ

と

あ

り

、

又
、

撰

者

の
源

俊

頼

の
和

歌

阿
弥

陀
仏
と
と
な
ふ
る

こ
ゑ
を

か
ち

に
て
や
く
る
し
き
う
み
を

こ
ぎ

は
な
る

ら
ん

が

み

ら

れ

る
。
こ
れ

ら

は
当

時

の
称

名

念

仏

に

つ

い
て
詠

ま

れ

て

い
る

。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
法
然
以
前
の
称
名
念
仏
の
一
面
が
窺
え
て
注
目
さ
れ
る
。

二
、
私
撰
和
歌
集

こ
の
私
撰
和
歌
集
は
公
的
な
勅
撰
和
歌
集
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
、
私
的
に
撰
者
が
多
数
の
歌
人
の
和

歌
を
編
集
し
た
も
の
で

打
聞
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

表
m

(数
字
は

『新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
)
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浄
土
教
の
和
歌

(中

西
)

一
二
七

こ
れ
ら
を
前
と
同
様
に
分
類
す
る
と
表
皿
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
私
撰
和
歌
集

の
中
、・
『難
波
捨
草
』
(浅
井
忠
能
、
貞
亨
五
年
撰
、

一
六
八
八
年
成
立
)
『霞
関
集
』
(石
野
広
通
、
明
和
五
年
撰
、

一
七
六
八
年

成
立
)
『
大
江
戸
倭
歌
集
』
(蜂
屋
光
世
、
安
政
七
年
撰
、
一
八
六
〇
年
成
立
)

は
近
世

の
和
歌
集
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
十
二
の
和
歌
集
は
十
二
世
紀

後
半
か
ら
十
四
世
紀
中
期
に
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
分
類
を

一
見
す
る
と
中
世
に
お
い
て
浄
土
教
の
教
義
が
広
く
浸

透
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
私
家
和
歌
集

こ
の
私
家
和
歌
集
と
は
個
人
の
歌
集
の
こ
と

で
あ
る
。
代
表
と
し
て

平
安
時
代
の
三
十
六
人
集
や
鎌
倉
時
代
の
六
家
集
が
知
ら
れ
て
い
る
。

特
に
勅
撰
和
歌
集
が
永
享
十

一
年

(
一
四
三
九
)
に
成
立
し
、

こ
れ
を

も
っ
て
終
焉
を
告
げ
た
頃
か
ら
私
家
和
歌
集
が
流
布
し
て
い
く
。

表
W

(数
字

は

『
新
編
国
歌
大
観
』

の
番

号
)
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浄
土
教
の
和
歌

(中

西
)

一
二
八

そ
こ
で
、
私
家
和
歌
集
に
つ
い
て
も
同
様
の
分
類
を
試
み
た
の
が
表

W
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
私
家
和
歌
集
は
個
人
の
歌
集
と

の
特
色
を
も
つ

が
、

一
見
し
て
も
浄
土
三
部
経

・
善
導
釈
文

・
浄
土
の
教
義
に
つ
い
て

多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
浄
土
教
が
個
人
の

信
仰
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　ヨ

こ
こ
に
、
浄
土
教
の
和
歌
と
し
て
六
百
五
十
四
首
を
抄
出
し
た
。
そ

の
全
体
の
和
歌
に
よ
っ
て
浄
土
教
の
信
仰
が
日
本
人
の
心
に
ど
の
様
に
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浄
土
教
の
和
歌

(中

西
)

一
二
九

受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

1

但

し
同
じ
和
歌
が
撰
者

に
よ
り
重
複
し

て
い
る
こ
と
も
あ

る
。

2

福

田
秀

一

『中
世
和
歌
史

の
研
究
』
第

二
章

「二
人

の
歌
僧
―
承
空
と

源
承
―

」
昭
和
四
十
七
年
、
角
川
書
店
刊
。
上

田
良
準

「西
山
派

の
勅
撰

歌
僧
」

『
西
山
学
報
』
第
十
九
号
、
昭
和
四
十
三
年
。

3

拙
者
編

『
浄
土
教

の
和
歌
』
平
成
十

一
年
六
月
、

ョ
シ
ダ
印
刷
刊
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

浄
土
教
、
和
歌

(西
山
短
期
大
学
教
授
)
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